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る
職
人
や
技
能
の
世
界
を
志
す
若
者
に
目

標
を
示
し
、
技
能
者
の
地
位
と
技
能
水
準

の
向
上
を
図
る
こ
と
、
ま
た
、
技
能
者
の

模
範
と
し
て
、
将
来
を
担
う
優
秀
な
技
能

者
の
確
保
・
育
成
を
進
め
、
優
れ
た
技
能

を
次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
創
設
以
来
、
令
和
元
年

度
ま
で
に
、
６
、４
９
６
名
の
方
が
表
彰

さ
れ
て
い
ま
す
。

自
見
厚
生
労
働
政
務
官
よ
り

表
彰
状
授
与

厚
生
労
働
省
で
は
、
令
和
元
年
度
の
卓

越
し
た
技
能
者
（
通
称
「
現
代
の
名
工
」）

の
表
彰
対
象
者
に
鋳い
こ
み込

工こ
う

と
し
て
伝
統
的

な
工
芸
品「
東
京
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
工
芸
品
」

な
ど
の
貴
金
属
製
品
を
「
戻
し
吹
き
」
技

法
で
鋳ち
ゅ
う
ぞ
う造

す
る
こ
と
に
卓
越
し
た
技
能

を
持
つ
近
藤
幸
男
氏
を
は
じ
め
１
５
０

名
を
決
定
し
、
11
月
11
日(

月)

に
東
京

都
新
宿
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
東

京
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
式
典
に
出
席
し
た
自
見
厚
生
労

令
和
元
年
度
卓
越
し
た
技
能
者

（
現
代
の
名
工
）を
決
定
し
ま
し
た

〜�

鋳い
こ
み込

工こ
う

の
近こ

ん
ど
う藤 

幸ゆ
き
お男

氏
を
は
じ
め
１
５
０
人
を

11
月
11
日
に
表
彰
～

厚
生
労
働
省
ト
ピ
ッ
ク
ス
②�

（
人
材
開
発
統
括
官
）

卓
越
し
た
技
能
者
の
表
彰
制
度
と
は

昭
和
42
年
に
創
設
し
た
「
卓
越
し
た
技

能
者
の
表
彰
制
度
」
は
、
卓
越
し
た
技
能

を
持
ち
、
そ
の
道
で
第
一
人
者
と
目
さ
れ

て
い
る
技
能
者
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
技
能
の
世
界
で
活
躍
す被表彰者に表彰状を送る自見厚生労働政務官

祝辞を贈る自見厚生労働大臣政務官

◆平成30年度　代表的な技能者について

第１部門　近藤　幸男（鋳物工）
第２部門　幡歩　博正（研ま盤工）
第３部門　清川　敏男（化学めっき工）
第４部門　黒崎　敦男（産業用機械組立工）
第５部門　伊藤　正博（プリント基盤組立工）
第６部門　波柴　主計（自動車板金工）
第７部門　山﨑　昌二（織布工）
第８部門　小嶌　美恵子（婦人・子供服注文仕立職）
第９部門　川島　一男（建築とび工）
第10部門　室井　満昭（左官）

第11部門　田丸　雄二（造園工等）
第12部門　佐藤　友昭（石彫工）
第13部門　遠藤　清（木製建具製造工）
第14部門　大江　克之（和生菓子製造工）
第15部門　山中　惠美子（美容師）
第16部門　近藤　文夫（天ぷら料理人） 
第17部門　小野　昭夫（家具類内張工） 
第18部門　髙橋　良八（広告美術工）
第19部門　武藏川　義則（漆器加飾工）
第20部門　早藤　博文（クリーニング工）

※ 職業部門、氏名（敬称略）及び職種を記載。

被表彰者代表より謝辞を受ける定塚人材開発統括官
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表
彰
事
例

近
藤
　
幸
男
氏
（
88
歳
）

鋳
物
工
【
近
藤
鋳
造
所
】

◆�

世
界
に
誇
る
「
東
京
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
工

芸
品
」
の
鋳
造
技
法
、「
戻
し
吹
き
」

の
数
少
な
い
承
継
者
（
東
京
都
推
薦
）

経
済
産
業
大
臣
指
定
の
伝
統
的
工
芸

品
「
東
京
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
工
芸
品
（
※
１
）」

等
の
貴
金
属
製
品
を
、「
戻
し
吹
き
」
技

法
で
鋳
造
す
る
職
人
で
あ
る
。
ア
ン
チ
モ

ニ
ー
産
業
は
、
明
治
初
期
に
東
京
の
地
場

産
業
と
し
て
技
術
が
確
立
さ
れ
、
１
４
０

年
以
上
の
歴
史
を
有
し
、
世
界
に
類
の
な

い
伝
統
的
な
鋳
造
技
法
を
引
き
継
い
で
い

る
。多

数
の
鋳
型
を
取
り
扱
う
中
で
培
っ

て
き
た
経
験
と
感
覚
に
よ
り
、
各
部
分
の

温
度
差
を
見
極
め
な
が
ら
最
終
的
な
仕
上

が
り
を
想
定
し
、
絶
妙
な
さ
じ
加
減
で
均

一
の
厚
み
を
保
つ
技
能
は
業
界
か
ら
も
一

目
置
か
れ
て
い
る
。

◆�

知
識
と
技
術
を
活
か
し
、
ア
ン
チ
モ

ニ
ー
業
界
の
発
展
に
大
き
な
貢
献

幼
少
の
頃
か
ら
、
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
製
品

を
製
造
す
る
父
親
の
背
中
を
見
て
育
ち
、

中
学
校
卒
業
後
に
本
格
的
に
修
行
を
開
始

し
た
。

ア
ン
チ
モ
ニ
ー
産
業
は
、
海
外
輸
出
に

よ
り
戦
後
の
日
本
経
済
を
支
え
て
い
た

が
、
１
９
７
０
年
の
地
金
の
急
騰
、
１
９

７
１
年
の
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
伴
う
急

速
な
円
高
の
影
響
を
受
け
輸
出
が
減
少
。

そ
の
後
は
国
内
で
ト
ロ
フ
ィ
ー
や
メ

ダ
ル
製
品
に
活
路
を
求
め
る
も
市
場
は

縮
小
傾
向
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

ア
ン
チ
モ
ニ
ー
と
錫
の
両
製
品
に
精
通

し
た
「
戻
し
吹
き
」
職
人
と
し
て
、
業

界
再
興
の
一
手
で
も
あ
る
新
素
材
「
エ

テ
ナ（
※
２
）」
の
技
術
開
発
協
力
を
行
う

詳しくは、厚生労働省ＨＰの以下をご覧ください。
◆平成30年度の被表彰者及びその技能功績について
ホーム>報道・広報>報道発表資料>2019年 11月 >令和元
年度卓越した技能者（現代の名工）を決定しました
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_07714.html

◆卓越した技能者（現代の名工）の表彰制度について
ホーム>政策について>分野別の政策一覧>雇用・労働>人
材開発>「卓越した技能者（現代の名工）」表彰制度のコーナー
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_
roudou/jinzaikaihatsu/meikou/index.html

働
大
臣
政
務
官
は
、「
現
代
の
名
工
と
な

ら
れ
た
皆
さ
ま
の
今
後
の
ご
活
躍
は
、
将

来
を
担
う
若
者
に
も
の
づ
く
り
や
技
能
の

道
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
せ
、
若
年
技

能
者
自
ら
が
技
能
向
上
に
取
り
組
む
契
機

と
な
る
も
の
で
す
。
今
後
と
も
、
皆
さ
ま

が
そ
の
卓
越
し
た
技
能
と
指
導
力
を
も
っ

て
、
広
く
技
能
者
の
模
範
と
し
て
、
後
進

の
育
成
に
一
層
積
極
的
に
当
た
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

◆作業風景写真
「戻し吹き」のうち、鋳型への流し込み作業

◆作品写真
仏像（構造が複雑な製品についてはパーツごとに作成）

等
、
業
界
の
発
展
を
下
支
え
し
た
。

「
自
分
の
技
術
で
お
客
様
が
喜
ぶ
顔
を

見
る
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
」と
語
り
、

他
の
職
人
が
匙
を
投
げ
る
複
雑
な
鋳
造
依

頼
も
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
技
術
向
上
に

日
々
邁
進
し
て
い
る
。

※
１
：
鉛
（
Pb
）・
ア
ン
チ
モ
ン
（
Sb
）・

錫（
Sn
）の
合
金
で
あ
る
ア
ン
チ
モ
ニ
ー

を
原
料
と
し
た
鋳
物
製
品
。

※
２
：
銀
製
品
の
光
沢
の
色
合
に
近
づ
け

た
鋳
造
錫
合
金
。
鉛
を
一
切
含
ま
な
い

た
め
、
環
境
や
健
康
に
対
す
る
安
全
性

が
高
い
等
の
特
性
を
持
つ
。


